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「
夏
祭
り
」
ご

協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

真
夏
の
祭
典

「
こ
ま
武
蔵
台
夏

祭
り
」
が
８
月

１
日
好
天
に
恵

ま
れ
事
故
も
な

く
盛
大
の
内
に

無
事
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

こ
こ
ま
で
来

る
に
は
色
々
課

題
も
あ
り
ま
し

た
が
、
夏
祭
り

下
さ
っ
た
各
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
方
々

や
素
晴
ら
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
計

画
し
披
露
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
部
運

営
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
手
伝
っ
て

く
だ
さ
っ
た
中
学
校
生
徒
の
皆
様
の
ご

協
力
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様

に
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
祭
り
は
、
地
域
全
体
の
夏

祭
り
に
対
す
る
皆
様
の
思
い
が
一
つ
に

な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
日
が
落
ち
る
に
つ
れ
、
お
囃
子

の
音
色
に
誘
わ
れ
て
祭
り
会
場
に
は
多

く
の
老
若
男
女
が
集
い
始
め
、
地
域
で

育
っ
た
子
ど
も
達
が
大
人
と
な
り
、
そ

の
子
供
を
連
れ
て
旧
交
を
温
め
合
う
様

子
や
、
地
域
の
介
護
施
設
の
ご
老
人
た

ち
も
車
椅
子
で
大
勢
お
越
し
い
た
だ
き

8月1日 第36回夏祭り

手作りの祭りが思いを一つに
　子供たちからお年寄りまで楽しんだ夏の夜

こま武蔵台自治会会長　土　井　太　郎

ま
し
た
。
中
に
は
、
盆
踊
り
の
輪
に
加

わ
り
手
振
り
を
し
な
が
ら
楽
し
ま
れ
て

い
る
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
帰

り
際
に
ご
年
配
の
ご
婦
人
か
ら
「
こ
こ

に
来
て
良
か
っ
た
。元
気
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
貰
っ
て
帰
り
ま
す
。」
と
喜
ん
で
お
ら

れ
た
の
も
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
賑
や
か
な
和
や
か
な
夏
の
夜
の
思
い

出
と
し
て
、
皆
様
の
心
に
残
る
夏
祭
り

に
な
っ
た
こ
と
と
主
催
者
一
同
喜
ん
で

お
り
ま
す
と
共
に
町
内
の
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

事
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
皆
様
の
創
意
工
夫

の
も
と
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
炎
天
下
の
会
場

作
り
で
は
、
班
長
さ
ん
や
地
域

の
協
力
者
は
じ
め
小
学
校
の
先

生
方
の
影
の
力
に
支
え
ら
れ
、

全
て
手
作
り
の
立
派
な
会
場
を

整
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
楽
し
い
夜
店
を
出
し
て

地区体育祭の予定お知らせ

　今年の地区体育祭は、9月27日(日)
の予定です。場所は武蔵台小学校校庭。

（予備日は、10月4日）
　地区対抗10連勝を目指します。皆
さん、今から予定に入れ、奮ってご参
加いただけることを期待しています。

（体育部宮岡）

秋の日帰りバス旅行参加者募集
自治会では会員相互の親睦を兼ねて、下記

要領でバス旅行を予定しています。

皆さん、紅葉の甲州路を楽しみませんか！

期　　日	 11月11日（水曜日）　
	 7:30出発　〜　17:45帰着（予定）
行　　先	 山梨県　昇仙峡と石和温泉
	 ①紅葉の昇仙峡散策（約1時間）
	 ②石和温泉旅館（華やぎの章	慶山）にて
	 　　　　　　　昼食(バイキング）と入浴
	 ③ワイン工場見学と試飲
	 　　　　　　（本坊酒造マルスワイナリー）
参 加 費 	 5,000円／一人　（当日徴収）
募集人員	 90名　（大型バス2台を予定）
申 込 み 	自治会館（982-3904）
	 （定員になり次第締め切り）

みんなで組み立て中の櫓

手作りの山車は今年も活躍
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平
成
27
年
8
月
15
日
（
土
）

午
後
6
時
～
7
時　
　

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
第
36
回
夏
祭
り
反
省
に
つ
い
て

（
２
）
自
主
防
災
組
織
27
年
度
委
員
会
開

催
に
つ
い
て

　
防
災
組
織
の
あ
り
方
検
討
・
規
約
の

見
直
し

（
３
）
27
年
度
下
期
に
向
け
た
主
な
自
治

会
活
動
に
つ
い
て

①
ア　
山
林
の
草
刈
事
業
９
月
６
日

　
イ　
自
主
防
災
訓
練
９
月
13
日

　
ウ　
体
育
祭
９
月
27
日

　
エ　
文
化
祭
10
月
17
日

　
オ　
バ
ス
旅
行
11
月
11
日

　
カ　
新
春
の
集
い
１
月
10
日

　
キ　
奥
武
蔵
駅
伝
１
月
24
日

②
運
動
方
針
の
執
行
状
況
・
予
算
の
執

行
状
況
・
特
筆
す
べ
き
問
題
点
→

　
９
月
役
員
会
ま
で
に
取
り
ま
と
め
報
告

武 蔵 台 だ よ り2015年9月1日

　

平
成
27
年
度
（
8
月
）

　

第
5
回
定
例
役
員
会
報
告

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長
関
係

①
ア　
街
路
樹
の
枝
バ
ス
通
行
の
妨
げ

（
雨
天
時
垂
れ
下
が
り
車
体
に
触
れ

る
危
険
）
滝
不
動
通
り
、
木
綿
沢
駐

車
場
付
近
の
法
面
桜
２
本
枝
剪
定
実

施イ　
民
地
の
樹
木
枝
を
市
よ
り
所
有

者
連
絡
し
対
応
検
討

②
武
蔵
台
の
ラ
ジ
オ
体
操
８
月
10
日
飯

能
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映　

（
２
）
区
長
関
係

①
埼
玉
県
知
事
選
に
於
け
る
投
票
会
場

（
会
館
使
用
）協
力
８
月
８
日
～
10
日

②
平
成
28
年
高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０
年

事
業
協
力
に
つ
い
て

③
８
月
５
日
行
政
経
営
審
議
会

④
８
月
14
日
振
込
み
詐
欺
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
応
援

⑤
８
月
21
日
市
区
長
会
役
員
会

⑥
８
月
25
日
社
協
役
員
会

以
上

平
成
27
年
7
月
18
日
（
土
）

午
後
7
時
15
分
～
8
時
33
分

自
治
会
館
２
F
会
議
室　
　

※
6
時
か
ら
夏
祭
り
実
行
委
員
会
を
開

き
、そ
の
後
引
き
続
き
役
員
会
を
行
っ
た
。

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
第
４
回
６
丁
目
山
林
整
備
事
業
に

つ
い
て

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に
よ
る
下
草

刈
り

②
埼
玉
県
川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
補

助
金
の
活
用

（
２
）
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

９
月
防
災
訓
練
の
実
施
内
容
に
つ
い
て

防
災
組
織
運
営
と
今
後
の
訓
練
に
つ

い
て

（
３
）
９
月
27
日
体
育
祭
に
向
け
て

　
自
治
会
と
し
て
の
協
力
体
制
に
つ
い
て

（
４
）
掲
示
板
の
利
用
に
つ
い
て

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長
関
係

①
７
月
10
日��

市
役
所
に
て
区
長
要
望

　

平
成
27
年
度
（
7
月
）

　

第
4
回
定
例
役
員
会
報
告

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
実
施
・
台
っ
子
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
席　

②
７
月
11
日　
第
１
回
人
権
教
育
総
合

推
進
武
蔵
台
地
域
会
議(

仮
称)

小
学

校
に
て
開
催

③
高
齢
社
会
に
お
け
る
安
定
し
た
地

域
居
住
に
関
す
る
生
活
行
動
実
態
調

査
・
東
京
大
学
都
市
工
学･

東
急
不

動
産
次
世
代
技
術
セ
ン
タ
ー
主
催
ア

ン
ケ
ー
ト

（
２
）
区
長
関
係

①
下
水
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
改
修
工
事
実
施

（
隣
接
居
住
者
宛
回
覧
実
施
）

����
３
丁
目
１･

２･

17･

18
街
区
８
箇

所
・
４
丁
目
８
～
15
街
区
29
箇
所
工

事
期
間
８
月
３
日
よ
り
10
月
末
日
予

定　
②
高
麗
地
区
・
区
長
会
開
催
（
高
麗
郡

建
郡
１
３
０
０
年
事
業
に
つ
い
て
の

協
力
確
認
）

③
日
高
市
よ
り
防
犯
活
動
に
つ
い
て
表

彰
受
け
る

�

以
上

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

野　

口　

世
紀
子
（
76
歳
）
三
─
二
九
─
一
二

　

ご
逝
去
日　

六
月
二
十
四
日
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高齢になっても住み慣れた地域で
安心な生活を！

地域包括支援センター　所長　水元光子

地域住民の立場から福祉需要や課題
を把握し適切な支援活動を進める！

民生委員・児童委員　北田文子

本号では民生・児童委員の活動や地域包括センターの概要を紹介し、皆さんに少
しでも地域福祉活動の状況を知り、考える機会にして頂ければと考えています。

武 蔵 台 だ よ り 2015年9月1日

自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

自治会では、自治会活動、福祉ネット活動、民生・児童委員活動が連携していくことが、安心・安全な街
のくらしを目指す私たちにとって大変重要な課題と考えています。前号の福祉ネットに関する記事に続き、

　
主
任
児
童
委
員
は
、
平
成
６
年
か
ら
各
学

校
区
に
１
名
配
置
さ
れ
、
教
育
機
関
や
民

生
・
児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
供
や

子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
よ
り
広
く
周
知
す
る

た
め
、
定
例
会
の
開
催
や
研
修
会
へ
の
参
加

な
ど
で
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
か
ら『
生
活
困
窮
者
自
立
制
度
』

に
基
づ
き
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
や
不
安
を

抱
え
て
い
る
方
々
の
相
談
窓
口
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的

な
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
を
含
む
包
括
的
支
援

を
行
う
新
た
な
取
り
組
み
で
す
。

　
私
達
地
域
住
民
を
取
り
ま
く
環
境
は
多
様

で
、
活
動
を
進
め
て
い
く
う
え
で
難
し
く
厳
し

い
も
の
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
安
心

で
き
る
よ
う
に
支
援
活
動
を
進
め
て
い
く
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
武
蔵
台
で
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
11

名
、
主
任
児
童
委
員
が

１
名
の
計
12
名
が
、
厚

生
労
働
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
て
地
域
福
祉
の

増
進
に
努
め
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
民
生
委
員
法

に
定
め
ら
れ
た
守
秘
義

務
の
も
と
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
、
政
治
・
宗

教
か
ら
の
独
立
の
立
場

で
、地
域
社
会
に
お
け
る
福
祉
制
度
の
活
用・

普
及
に
努
め
る
一
方
、
地
域
が
求
め
る
福
祉

需
要
や
課
題
の
実
態
を
把
握
し
、
地
域
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
日
高
市
高
麗
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

日
高
市
よ
り
委
託
を
受

け
、
社
会
福
祉
法
人
武

蔵
会
が
運
営
し
て
お
り

ま
す
。

介
護
、
福
祉
、
健
康
、

医
療
な
ど
様
々
な
面
か

ら
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

総
合
的
に
支
え
て
い
く

た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
生
活
の
中
で
抱
か

れ
て
い
る
色
々
な
不
安

や
心
配
事
に
つ
い
て
、
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
専
門
性
を
活

か
し
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
考
え
、
自
治
会
を
始
め
様
々

な
関
係
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
ご
相
談
窓
口
》

住
所
：
日
高
市
武
蔵
台
１
─
26
─
８

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
武
蔵
台
内

電
話
：
０
４
２
─
９
８
２
─
０
１
１
１

地域の福祉活動を知り理解を深めよう！

安心・安全の街づくりを進めています！
安全対策部      世良田　俊郎

防犯まちづくりの感謝状が贈呈されました
　
こ
の
度
、
埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
会
長
上
田
埼
玉
県
知
事
）

よ
り
こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
（
安
全
対
策

部
）へ
、
日
頃
、
積
極
的
に
自
主
防
犯
活

動
を
推
進
し
、
地
域
の
安
心
・
安
全
に
貢

献
し
た
と
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
７
月
15
日
に
日
高
市
役
所
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
自
治
会
か
ら
会
長
、
副
会
長
、

安
全
対
策
部
長
が
出
席
し
、
日
高
市
の
谷

ケ
﨑
市
長
よ
り
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
武
蔵
台
地
区
で
は
、
平
成
18
年
４
月

か
ら
安
全
対
策
部
の
メ
ン
バ
ー
30
人
が
毎

月
２
回
、
日
中
と
夜
間
に
２
人
１
組
と
な

り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
安
心
・
安
全
の
街
づ
く
り

平成27年度防災訓練のお知らせ
日　時 9月13日(日)午前9時30分より
場　所 中の田公園(防災倉庫前広場)
内　容 （1）消火訓練　（2）煙体験訓練  
 （3）負傷者救出訓練
 （4）包装食による非常時炊き出しの実演
※雨天の場合は、9月20日（日）に延期します。

を
目
指
し

て
積
極
的

に
活
動
し

て
ま
い
り

ま
す
。
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子
供
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
が
参
加
。

弓
を
引
き
、
指
の
上
に
の
っ
て
い
る
矢
先

の
動
き
が
止
ま
っ
た
瞬
間
、
ピ
ュ
ッ
と
４

間
半
の
間
を
矢
が
飛
ぶ
。
バ
シ
ッ
と
い
う

音
が
す
る
と
参
加
者
の
顔
が
和
ら
ぐ
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
矢
が
的
に
当
た
る
音

が
と
っ
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
」、「
一
緒

に
や
っ
て
い
る
人
に
褒
め
て
も
ら
え
る
と
、

や
る
気
が
出
て
く
る
」、「
毎
回
参
加
し
て

い
る
。
自
分
の
力
を
試
し
た
り
、
精
神
統

一
の
難
し
さ
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
楽

し
い
」
な
ど
、
大
会
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

�
（
取
材　
広
報
部　
森
）

四半的大会

夏祭りスナップレポート 今年もフレンド幼稚園、武蔵台
小、武蔵台中の皆さんが描い
てくれたポスターが中野田公
園中央通りを飾ってくれまし
た。花火、浴衣姿、太鼓とお囃
子、トウモロコシやスイカにか
き氷・・・。明るい色使いで歓
声まで聞こえてきそうなポス
ター。皆さんありがとう！

熱気帯びる子供ビンゴゲーム
子供達と元子供が一緒になっ
て、司会者の読み上げる数字に
一喜一憂。準備された沢山の賞
品をゲットして皆ご満悦。集
まった子供達には山車の引手を
お願いしました。

ポスター

子供に引かれて山車巡航
テンツク、テンツク、軽快なお
囃子と共に子供達に引かれた山
車が団地内をねり歩きました。
公園に帰ってきた子供達の瞳は
皆キラキラ。ご褒美におにぎり
とコロッケを頂きました。

蝉の声援とブラスバンド
浴衣を着た武蔵台中学校の女生
徒による生演奏に観客はご満
悦。演奏と演奏の合間には、蝉
も負けじと一段と大きな鳴き声
で声援を送っていました。

シェダンス教室-躍動する子供たちに圧倒
一糸乱れないシャープな動き。
次から次に繰り出される子供達
のダンスに観客は終始圧倒さ
れっぱなしでした。元気を頂き
ました。

優雅なフラダンス
フラダンス同好会の皆さんによ
るフラは優雅。いつのまにか観
客の体も一緒にフーラフーラ。
そしてうだるような暑さも一時
忘れました。

水ヨーヨーに戯れる子供達
赤、青、黄色の風船がタライに
プカプカ。狙い定めた風船を子
供達が紙の釣糸で作った針で釣
り上げるも、もう少しのところ
でポチャン。残念賞に風船を1
個もらってニコニコ。

例年の踊りに今年は新曲が一つ
加わりました。若い人たちが踊
りの輪に加わって頂けるよう
に。踊りのコツは、上手な人の
後ろに付くこと。でも付すぎな
いことだそうです。
櫓のてっぺんの太鼓に合わせて
踊る浴衣のママ。その後ろに真
剣な眼差しで両手を広げて・・・
夏祭りデビューかな？浴衣女の
子！可愛いー !!

盆踊り

櫓建て、電線・提灯張り、テント、
特設舞台・・・自治会役員はも
とより、班長さん、学校の先生
や生徒さん、多くの住民、関係
者の皆さんの協力が今年も素晴
らしい手作りの夏祭りを作りあ
げ、演出をしてくれました。猛
暑の中、本当に皆さんありがと
うございました。

（取材　広報部　小島、平柳）

手作りのお祭り・・今年もありがとう！



武 蔵 台 だ よ り 2015年9月1日（5）
　

ラ
ジ
オ
体
操
、皆
さ
ん
も

　

参
加
く
だ
さ
～
い
！

　
毎
朝
７
時
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
み

ん
な
の
広
場
で
ラ
ジ
オ
体
操
！

皆
さ
ん
、
健
康
増
進
、
気
分
爽
や
か
な
一
日

の
始
ま
り
が
待
っ
て
い
ま
す
よ
！

　
昨
年
７
月
に
始
め
た
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
子

供
達
の
夏
休
み
も
あ
っ
て
一
日
１
０
０
人
を

超
す
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。
そ
の
後
、
継
続

し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
夏
休
み
に
入
っ
た
７
月
18
日
か

ら
、多
く
の
小
学
生
や
ご
家
族
づ
れ
が
参
加
。

「
出
席
カ
ー
ド
」
に
美
し
い
シ
ー
ル
を
貼
る

の
も
子
供
達
に
は
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
夏
休

み
最
終
日
に
は

参
加
記
念
品
を

手
に
喜
ん
で
い

わ
が
街
・
わ
が
地
域
・
わ
が
暮
ら
し
の
豆
知
識

　

わ
た
し
た
ち
の
街
を

　

花
で
飾
ろ
う
！

「
よ
つ
ば
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」ご
存
知
で
す
か
?!

　
朝
ど
れ
フ
ァ
ー
ム
前
と
駐
車
場
わ
き
の
花

壇
の
世
話
を
し
て
い
る
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
よ
つ
ば
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」
で

す
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
５
丁
目
の
馬
場
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

『
お
花
は
メ
ン
バ
ー
や
お
知
り
合
い
の
方

が
家
で
育
て
た
苗
を
持
っ
て
来
て
下
さ
っ
た

り
、
商
店
会
の
援
助
も
あ
っ
て
、
最
近
は
花

の
種
類
も
ず
い
ぶ
ん
増
え
ま
し
た
。
月
に
一

度
の
活
動
で
す
が
、
花
い
っ
ぱ
い
の
花
壇
を

見
る
と
ち
ょ
っ
と
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま

す
。〝
み
ん
な
の
広
場
〟
が
皆
さ
ん
の
憩
い

の
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。』

　
馬
場
さ
ん
、
そ
し
て

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

（
取
材　
広
報　
柳
沢
）

ま
し
た
。　

　

武
蔵
台
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
８
月
、
日
高

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
飯
能
日
高
テ
レ
ビ
の

『
ホ
ッ
ト
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
』
で
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
マ
ド
ー
ル
の
マ
ス
タ
ー
林
さ
ん
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

（
武
蔵
台
ラ
ジ
オ
体
操
会
世
話
人　
　

　
川
村
愼
一
）
　

キ
ン
ラ
ン
、
ギ
ン
ラ
ン
を

　

楽
し
も
う
！

―

里
山
の
再
生
・
維
持
を
期
待
し
な
が
ら―

一
丁
目　
横
山
秀
男

　
今
年
４
月
、中
の
田
公
園
の
コ
ナ
ラ
林
で
、

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
絶
滅

危
惧
種
の
和
ラ
ン
で
あ
る
キ
ン
ラ
ン
、
ギ
ン

ラ
ン
の
群
落
を
発
見
し
、
こ
の
保
護
を
同
好

の
方
々
と
始
め
ま
し
た
。
キ
ン
ラ
ン
、
ギ
ン

ラ
ン
を
楽
し
も
う
と
い
う
第
一
歩
と
し
て
、

公
園
パ
ー
ト
ナ
ー
の
協
定
を
市
と
結
び
、
看

板
を
設
置
し
、
説
明
を
掲
示
し
ま
し
た
。
土

中
の
菌
の
生
存
が
頼
り
の
、
気
む
ず
か
し
い

性
質
の
キ
ン
ラ
ン
、
ギ
ン
ラ
ン
を
小
さ
な
コ

ナ
ラ
林
一
面
に
増
や
せ
た
ら
、
と
夢
想
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
山

野
草
が
生
え
、
落
葉
が
コ
ナ
ラ
の
ド
ン
グ
リ

か
ら
の
実
生
を
育
て
る
、
昔
の
里
山
環
境
が

理
想
で
す
。
高
麗
の
地
に
育
つ
山
野
草
を
移

植
す
る
と
い
う
話
し
も
あ
り
、
来
年
の
開
花

へ
の
楽
し
み
と
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

年
代
を
超
え
て
素
晴
ら
し
い
活
動
を

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
！

囃
子
連
は
地
域
イ
ベ
ン
ト

で
大
活
躍
！ 

　
囃
子
連
は
武
蔵
台
の
応
援
団
と
し
て
、

日
々
笑
顔
と
元
気
で
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
新
春
の
集
い（
餅

つ
き
）
や
奥
武
蔵
駅
伝
の
応
援
、
菜
の

花
祭
り
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
、
そ

し
て
夏
祭
。
今
年
も
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ま
し
た
。
み
ん
な
和
気
あ
い

あ
い
と
真
面
目
に
、
楽
し
く
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
に
早
く
舞
台
に
上
が

れ
る
の
？
と
、
戸
惑
う
こ
と
も
、
で
も

ベ
テ
ラ
ン
の

先
生
の
指
導

に
よ
り
不
思

議
な
く
ら
い

上
手
に
初
舞

台
！

　
み
な
さ
ん

も
ご
一
緒

に
ど
う
で
す

か
？
い
つ
か

ら
で
も
始
め
ら
れ
ま
す
よ
。
人
を
笑
顔

に
で
き
る
お
囃
子
！
み
な
さ
ん
の
参
加

を
囃
子
連
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！�

（
武
蔵
台
囃
子
連　
事
務
局
）
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武
蔵
台
、
台
地
域
の

　

歴
史
を
知
ろ
う
！
（
パ
ー
ト
2
）

　

武
蔵
台
の
中
を
秩
父
詣
で
の
古
道
が

　

貫
い
て
い
た
！

７
丁
目　
塚
原　
一
実

　
武
蔵
台
は
、
台
と
久
保
に
ま
た
が
る
里
山
に
造

成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域
を
拓
い
て
き
た
の
は

主
に
台
の
人
々
で
、「
ひ
ら
け
ゆ
く
台
」
に
は
鎌

倉
時
代
に
帰
農
し
た
事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

に
養
蚕
や
林
業
に
た
ず
さ
わ
り
、
天
保
時
代
に
57

戸
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
横
手
地
区
と
馬

草
を
巡
っ
た
紛
争
が
頻
繁
に
起
き
た
記
録
も
あ
り

ま
す
。
明
治
時
代
の
道
路
開
設
で
は
、
蛇
行
が
多

い
高
麗
川
で
な
く
名
栗
川
沿
い
に
と
の
対
論
に
対

し
、
吾
野
の
村
々
も
巻
き
込
み
、
陳
情
を
重
ね
、

資
金
を
負
担
し
、
飯
能
～
吾
野
間
の
街
道
（
現

２
９
９
）
を
誘
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
初
め

の
武
蔵
野
鉄
道
敷
設
に
繋
が
り
、
現
在
の
武
蔵
台

周
り
の
交
通
網
の
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
団
地
内
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
古
地
図

で
は
現
ア
カ
シ
ア
通
り
は
谷
津
田
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
般
の
田
ん
ぼ
の
半
分
程
の
収
穫
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、昭
和
40
年
の
高
麗
久
保
報
告
書
で
は
、

窪
地
の
多
く
が
谷
津
田
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が

現
在
の
武
蔵
台
の
主
道
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
秩
父
詣
で
で
名
栗
よ
り
２
里
ほ
ど

短
い
吾
野
街
道
が
使
わ
れ
、
飯
能
に
抜
け
る
道
と

し
て
横
手
古
道
が
あ
り
ま
し
た
。
４
丁
目
北
側
か

ら
ガ
ス
タ
ン
ク
西
側
に
あ
っ
た
太
郎
坊
嶽
の
尾
根

を
行
く
道
で
、
厳
し
い
登
り
道
の
た
め
、
明
治
時

代
に
そ
の
東
側
に
勇
の
沢
道
が
開
発
さ
れ
た
顛
末

わ
が
街
・
わ
が
地
域
・
わ
が
暮
ら
し
の
豆
知
識

2015年9月1日 （6）

◆移送サービスは利用者の目線で
　前回号で、「自治会が移送サービス実施の準備活動」の
記事を見ました。武蔵台地域お助け隊はすでに地域移送
サービスを実施していることも報じられていました。自
治会が考えているサービスをお助け隊に委託し、利用者
からは一本化された活動に見えることが必要ではないで
しょうか。� （7丁目　女性　T）

◆テレ玉に武蔵台が・・
　7月29日、テレ玉のニュース番組でこま武蔵台福祉ネッ
トの活動が放映された。少子高齢化の街武蔵台。配食活
動の紹介など高齢化社会を浮き彫りにしていた。代表の
新開氏が言われていたいくつかの課題が頭に残る。
　スタッフの世代交代がうまく行っていない。背景には、
「自分は関係ない・・」の意識。男性の居場所づくり。食
べるところ、外に出ていくところが在ることがひきこも
り対策にもなる。場所づくりに幅広い支援をお願いした
い。� （7丁目　男性　Y）

◆夏祭り
　子供たちのダンスやフラダンスが来賓席からほとんど
見えなかった。舞台の前方では立って見物することの無
いように会場の整理が必要と思う。
� （2丁目　女性　F）

編　

集　

後　

記

　
前
回
と
今
月
号
の
２
回
に
渡
り
、
私
た
ち

の
生
活
の
中
で
日
々
関
心
が
強
ま
っ
て
い
く

福
祉
関
連
事
項
を
主
に
編
集
を
し
て
き
ま
し

た
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
自
分
の
問
題

と
捉
え
、
考
え
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。
次

号
で
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
安
全
、
防
犯
、

防
災
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
レ
ー
随
想
や
ツ
イ
ー
ト
広
場
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
の
思
い
や
意
見
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
E
─
メ
ー
ル
や
手
書
き

の
原
稿
、
ど
ん
な
形
で
も
結
構
で
す
。
自
治

会
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
広
報
担
当　
柳
沢
）

　

高
麗
に
魅
せ
ら
れ
て
！

　
武
蔵
台
に
住
ん
で
人
生
の
道
を
転
換
す
る
力
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　
３
月
ま
で
都
心
で
研
究
者
・
大
学
教
員
の
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
山
歩
き
が
好
き
で
、
３
年
ほ

ど
前
に
初
め
て
高
麗
に
来
ま
し
た
。
山
か
ら
下
り

て
き
て
高
麗
駅
に
着
き
ま
し
た
が
、
駅
前
に
は
何

も
な
く
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
く
と
、

が
ら
ん
と
し
て
寂
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
春
や
秋
に
巾
着
田
に
お
花
を
楽
し
み

に
来
る
う
ち
に
、
と
て
も
魅
力
的
な
地
域
で
あ
る

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
山
や
川
な
ど
の
自

然
資
源
、
栗
や
は
ち
み
つ
、
様
々
な
農
産
物
資
源

リ
レ
ー
随
想

ツイート広場・つぶやき交差点

に
７
丁
目
西
側
か
ら
尾
根
裾
を
巻
き
な
が
ら
太
郎

坊
嶽
の
手
前
を
ト
ン
ネ
ル
で
四
辻
に
抜
け
る
太
郎

坊
新
道
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
蝙
蝠（
こ
う
も
り
）が

い
た
と
の
事
で
す
の
で
山
深
か
っ
た
様
相
が
伺
え

ま
す
が
、
往
来
は
結
構
あ
っ
た
様
で
す
。
そ
れ
も

鉄
道
の
開
業
に
伴
い
何
時
の
間
に
か
忘
れ
ら
れ
て

し
ま
い
、
団
地
開
発
時
に
整
地
さ
れ
ま
し
た
。

　
深
山
を
切
り
開
い
た
様
に
思
わ
れ
が
ち
の
武
蔵

台
団
地
で
す
が
、
各
丁
目
の
公
園
名
は
、
か
つ
て

の
小
字
名
を
留
め
て
い
ま
す
。
遺
跡
、
古
文
書
は

不
明
瞭
で
す
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
の
台
の
人
々
の

生
活
の
営
み
の
中
に
あ
っ
た
地
域
で
す
。

が
豊
富
で
、
次
第
に
魅
力
に
と
り
憑
か
れ
て
い
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
う
し
た
資
源

が
活
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
も
っ
た
い
な
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
武
蔵
台
に
住
み
、
研
究
知

識
を
生
か
し
て
ベ
ー
カ
リ
ー
を
開
業
、
自
然
の
地

元
食
材
を
使
っ
た
パ
ン
と
お
菓
子
を
提
供
で
き
れ

ば
、
住
民
に
喜
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、

地
元
の
素
材
を
使
っ
た
魅
力
的
な
商
品
を
販
売
す

れ
ば
、
も
っ
と
地
域
外
か
ら
も
人
を
呼
び
寄
せ
、

地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
思
い
ま
し
た
。

　
高
麗
・
武
蔵
台
で
の
生
活
は
、
私
の
人
生
の
軌

道
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
源
に
な
り
ま
し
た
。

�
（
１
丁
目　
男
性　
Ａ
）

は
、
木
綿
沢
交
差
点
の
「
木

綿
沢
碑
」
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
勇
の
沢
道
は
大
雨

時
に
四
辻
（
ガ
ス
タ
ン
ク
東

側
）
付
近
で
度
々
土
砂
崩
れ

が
起
き
た
た
め
、
昭
和
初
期


